
「二次性骨折予防継続管理料３」 

および長期投薬の対応について 

 

当院では、骨粗鬆症の治療による二次性骨折の予防を推進する観点

から、該当患者様に「二次性骨折予防継続管理料３」を算定しておりま

す。 

骨粗鬆症を有し、大腿骨近位部骨折を発症して入院治療を行い、入

院時に二次性骨折予防継続管理料１を算定されていた患者様で、継

続して骨粗鬆症の計画的な評価および治療等を実施される方を対象に、

1年を限度として月 1回に限り、外来にて 

「二次性骨折予防継続管理料３ 500 点」を算定しております。 

 

また、継続的な治療の必要性により、患者様の状態に応じて 

28 日以上の長期投薬を行うことが可能です。 


